
 

令和６年度 障害児童分野研修 

発達支援における「５領域」の考え方 
～子どもの最善の利益のために～ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 開催のねらい 

今年度の報酬改定により個別支援計画に「５領域」すべてを盛り込んだ総合的支援が義務付けられたことに

伴い、障害児童分野の現場では様式の変更や考え方への戸惑いが生じました。 

京都府の児童発達管理責任者の養成にかかる研修では、ニーズ整理・計画作成の流れにおいて対象児童の

生活全般を捉える視点を重要視しており、これまでの支援の中でもその視点を意識して実践していただいて

いるところです。この考え方は今回の報酬改定と関係なく支援者として大切にする視点です。 

今回の研修では、発達支援の基礎を学ぶとともに３名の実践報告者から個別支援計画を立てる際の具体的

な考え方を学ぶことにより「５領域」を含んだ支援計画について改めて自己を振り返る機会とします。 
 

２．主  催   社会福祉法人 京都府社会福祉協議会 

 

３．開 催 日 程 

日 時 会 場 定 員 

２月４日（火） 9：30～13：00 ZOOMオンライン開催 40名 

【WEBでの受講に際して下記の環境が必要となります】 

① PC,またはタブレット ※マイクも御準備ください。 

② インターネット環境（可能であれば有線 LANの方が安定していると言われています） 

③研修受講の環境（事務所等、周りに人が居られる環境での視聴の際はイヤホンの使用をお勧めいたします） 

４．プログラム  

※時間配分は変更になる可能性があります。 

9：00～ 

9：30～9：35 

9：35～10：35 

 

  （小休憩 10分） 

10：45～12：15 

 

 

 

 

 

12：15～12：45 

12：45～13：00 

ZOOM入室可能 ※接続に不安がある方はお早目にお試しください 

開会あいさつ・オリエンテーション 

【講義】 

 発達支援における「５領域」の考え方 

         京都府立大学 公共政策学部 福祉社会学科   服部敬子 教授 

【実践報告（パネルディスカッション）】 

 特定非営利活動法人夢いろ ぱれっと 施設長 長崎純子氏 

 洛和会ヘルスケアシステム 洛和山科小山児童園 

てくてく親子教室 管理者 西川藍氏 

 有限会社キョウワ ハーモニーケアサービス 児童発達支援管理責任者 佐藤拓氏 

 

【グループワーク】 

【講師まとめ】 

 

 

この研修は、きょうと福祉人材育成認証制度の支援メニューです 障害児童分野に携わる職員対象 

京都府社会福祉協議会は、「つながりをとおして、だれもが尊厳をもって生きることができる京都」の実現を目指しています。 

このため、福祉の専門職としての人材育成と、働きがいと魅力のある福祉職場づくりを支援しています。 



５．講  師 

服部敬子氏 京都府立大学 公共政策学部 福祉社会学科 教授 

 

 

 

 

 

 

 

6．受講料 

会員・非会員の区分 受講料 

京都府社会福祉協議会 会員施設・事業所職員 受講者 1名につき、計 3,000円 

京都府社会福祉協議会 非会員施設・事業所職員 受講者 1名につき、計 6,000円 

※京都府社会福祉協議会の会員加入方法については（０７５）２５２－６２９１までお問い合わせください。 

 

8．受講申込方法等 

（１）申込フォーム 

https://forms.gle/gC6odDE6R4gTLnY2A 

より令和７年１月 24日（金）17：00までにお申し込みください。 

（「京都府社会福祉協議会」ホームページ「募集中の研修」、または 

右の二次元コードよりお申込み可能です。） 

 

（２）申込フォーム記入事項は次のとおりです。①法人名②事業所名③京都府社協会員区分④事業種別⑤郵便

番号⑥住所⑦電話番号⑧メールアドレス⑨連絡担当者⑩受講希望者氏名⑪氏名ふりがな⑫経験年数⑬職

種⑭受講環境について⑮発達支援において現場でお悩みのこと 

 

（３）定員超過のお申し込みがあった場合には、抽選で参加者を選定いたします。 

受講の可否については、令和7年1月下旬頃に文書を発送いたします。 

 

（４）受講料の支払は、受講決定通知書に同封する「ゆうちょ銀行・払込取扱票」により払込手数料ご負担の上、

お払込をお願いします。なお、受講の事前取消しや当日の欠席の場合でも、受講料等はお返しいたしません

ので予め御了承願います。 

 

 

専攻分野：教育福祉論・発達心理学 

研究分野：幼児期から学童期にかけての「自己」発達。保育実践における「集団づくり」の

意義と方法。保育中の事故防止技術・安全管理体制の可視化。 

担当科目：学 部：教育福祉論、発達心理学Ⅰ・Ⅱ、障害児（者）教育論 

大学院：発達教育学特講Ⅰ・Ⅱ、発達教育学演習Ⅰ・Ⅱ、福祉社会学特殊研究

演習Ⅸ(発達教育学) 

本講座に関するお問合せ先 

 

社会福祉法人 京都府社会福祉協議会 京都府福祉人材・研修センター（担当：田村） 

〒604-0874 京都市中京区竹屋町通烏丸東入清水町 375ハートピア京都 地下 1階 

TEL：０７５-２５２-６２９６   FAX：０７５-２５２-６３１２ 

 

 

https://forms.gle/gC6odDE6R4gTLnY2A

